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ハンドヘルドダイナモメーターによる等尺性股外転筋力の測定
固定用ベルトの使用が検者間再現性に与える影響

加藤 宗規 ），山 裕司 ）

） ）

要 旨

本研究の目的は，ベルトを用いて固定性に配慮したハンドヘルドダイナモメーター（以下， ）による

股外転筋力測定方法の検者間再現性について検討することである．対象は健常者 名（男性 名，女性 名，

歳）である．そして，固定用ベルトを使用した条件下と，使用しない条件下において，それぞれ

つのセンサー位置（下腿遠位部外側，大腿遠位部外側）で股関節外転筋力の測定を実施した．また測定は，体

格の異なる 名の検者（検者 男性，検者 女性）によって日を変えて実施した．

下腿遠位部でのベルト不使用下における股外転筋力値は検者 ， の順に， ， ，ベルト使用

下では検者 ， の順に， ， であった．大腿遠位部でのベルト不使用下における筋力は，検者 ，

の順に ， ，ベルト使用下において ， であった．ベルト使用下では，検者 ，

の筋力値に有意差はなかったが，ベルト不使用下では検者 において筋力値は有意に高値を示した（下腿遠位

部 ，大腿遠位部 ）．ベルト使用下での検者間級内相関係数は，下腿遠位部，大腿遠位部の順

に ， であった．ベルト不使用下における級内相関係数は下腿遠位部，大腿遠位部の順に ，

であり，ベルト不使用下の測定において再現性は不良であった．

以上のことから， を用いた股外転筋力測定では，固定用ベルトを併用した測定方法が再現性の点で優

れていると考えられた．

キーワード ハンドヘルドダイナモメーター，等尺性股外転筋力，固定用ベルト，検者間再現性

）東都リハビリテーション学院理学療法学科

）高知リハビリテーション学院理学療法学科



はじめに

股関節外転筋力は，片脚起立時における骨盤の安

定性に寄与し，主要な移動動作を行う上で重要な抗

重力筋であり，臨床においては変形性股関節症や下

肢関節術後，あるいは廃用性変化によって筋力低下

を生じ易い筋群でもある．通常，股外転筋力の評価

には徒手筋力検査（以下， ）が用いられるが，

検査者の主観によるところが大きく，再現性や妥当

性に問題があることや，軽微な筋力変化が検出でき

ないなどの問題点が指摘されている ）．その欠点

を補う方法のひとつとして，簡易で，かつ比較的安

価な筋力測定機器であるハンドヘルドダイナモメー

ター（以下， ）が使用されているが，下肢筋

群など筋力が大きい場合や検者の固定力が不十分な

場合には，その測定誤差が大きいことが指摘されて

いる ）．我々は，等尺性膝伸展筋力測定において，

に固定用ベルトを装着することにより検者間

再現性が良好になることを報告した ）．本研究では

ベルトを用いて固定性に配慮した による股外

転筋力の測定方法を考案し，その検者間再現性につ

いてベルトを使用しない筋力測定方法と比較検討し

た．

対象と方法

対象は健常者 名（男 名，女 名），年齢

歳，身長 ，体重 の

両下肢，計 脚である．股関節，膝関節の整形外科

的疾患や股関節痛，膝関節痛を有する脚はなかった．

対象には本研究の目的，内容を説明し，同意を得た

後に測定を行った．

はアニマ社製徒手筋力測定器

を使用した（図 ）．股関節外転筋力は，ベッド上

背臥位，股関節内外転中間位での等尺性股外転筋力
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図 と固定用ベルト



を，固定用ベルトを使用した条件と，使用しない条

件にて測定した．その際，センサーパッドを当てる

位置は，下腿遠位部外側，および，大腿遠位部外側

の 箇所で測定を行った．また，被検者の位置は，

測定脚とは対側のベッド柵に骨盤が接した状態と

し，骨盤と対側下肢を固定し，また痛みを回避する

ために柵と体側の間には枕を挟んだ（図 ）．

ベルト使用下での測定は，バックルのついたベル

トにセンサーパッドを面ファスナーで取り付け，さ

らにセンサーパッドを面ファスナーで下腿遠位部外

側，および，大腿遠位部外側に固定した．そして，

固定用ベルトの長さを調節し，測定脚とは対側の

ベッド柵に連結した状態で測定を行った．測定中は，

センサーパッドのずれを防止するため検者がパッド

を把持した（図 ）．ベルトを使用しない測定は，

センサーパッドを検者の手掌に面ファスナーで固定

した状態で被験者の下腿遠位部外側，および，大腿

遠位部外側に当て を行った（図 ）．い

ずれも，約 秒間の最大努力による股外転運動を

分以上の間隔をあけて 回行い，その最大値を採用

した．ベルト使用下と不使用下での測定は日を変え

て行った．

検者間の再現性を検討するために，検者は男性（年

齢 歳，身長 ，体重 以下，検者 ），

女性（年齢 歳，身長 ，体重 以下，検

者 ）各 名によって行った．各検者の測定間には

時間以上の休息を設けた．なお，測定の順はラン

ダムとし，検者は本研究に先立って，測定方法を習

熟するための練習を行った．また，測定値は全測定

終了時点までは被験者には開示しないこととした．

データの分析には，対応のある 検定，および級

内相関係数（以下， ）を用いた．なお，いずれ

も危険率 ％をもって有意と判断した．

結果

等尺性股外転筋力値を表に示した．下腿遠位部で

のベルトを使用しない測定における平均股外転筋力

値は検者 ， の順に， ， ，同様

にベルト使用下における値は検者 ， の順に，

， であった．大腿遠位部でのベル

トを使用しない測定における筋力は，検者 ， の

順に ， ，ベルト使用下において

， であった．下腿遠位部，大腿遠

位部いずれの測定においても，ベルト使用下の筋力

と使用しない条件下の筋力に有意差を認め，下腿遠

位部ではベルト使用下の筋力が高値を示した（

）．

ベルト使用下では，検者 ， 間の筋力値に有意

差はなかった．一方，ベルトを使用しない測定では，

検者 において筋力値は有意に高値を示した（下腿

遠位部 ，大腿遠位部 ）．

をみた場合，ベルト使用下での検者間 は，

下腿遠位部，大腿遠位部の順に ， であっ

た．ベルトを使用しない測定における検者間
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図 測定状況（左 ベルト不使用，右 ベルト使用）

表 等尺性股外転筋力値

検者 部位 方法 平均値

下腿 ベルト不使用
ベルト使用

下腿 ベルト不使用
ベルト使用

大腿 ベルト不使用
ベルト使用

大腿 ベルト不使用
ベルト使用

検 者 間 比 較
測定方法間比較 ，



は下腿遠位部，大腿遠位部の順に ， であっ

た（図 ・ ）．

考察

を用いた股外転筋力測定における固定用ベ

ルトの使用が検者間再現性に与える影響について検

討した．

大腿遠位部の測定における検者間再現性について

みた場合，ベルト使用下での は であり，

ベルトを使用しない測定における に比べて明

らかに良好であった．また，ベルトを使用しない測

定値は，検者 に比較し，検者 において有意に高

値を示したが，ベルト使用下のそれは検者間に有意

差を認めなかった．股外転筋力測定の検者間再現性

についての報告は少なく，比較はできないが，桑原

ら ）は，大まかな目安として が 以上の場合，

その再現性は良好であると評価している．したがっ

て，大腿遠位部の測定においては，ベルトの使用に

より高い検者間再現性が得られるものと考えられ

た．

べルトを使用しない測定において検者間の

が低値を示した背景について， ）， ）

らは，筋力値の大きい筋群を測定する場合に検者間

再現性が低くなることを報告している．また，
）， ）， ）らは， の力を

徒手固定での限界としている．本研究でのベルト使

用下における筋力値は平均 であり，約半数の

症例はこの水準を上回っていた．さらに，いくつか

の先行研究において，体格・筋力の小さい検者にお

いて筋力値が低く評価されることが報告されてい

る ）．本研究での検者 は，体力水準の低い

女性であり，検者 の測定値に比し，検者 の測定

値は有意に低値を示していた．したがって，大腿遠

位部での筋力測定では，被検者の筋力が高かったこ

と，固定が十分に図れない体格の小さな検者を含ん

でいたことの 要因が再現性を下げたものと推察さ

れた．

下腿遠位部での検者間再現性についてみた場合，

ベルトを使用しない測定における は で，

ベルト使用下の と大差を認めなかった．

これは，下腿遠位部において発揮される筋力値が大

腿部遠位部に比べ小さかった結果，徒手による固定

が十分に機能したものと考えられた．しかし，下腿

遠位部においてもベルトを使用しない場合，検者 ，

の測定値間に有意差を認めた．ベルト使用下の筋

力は 前後であり，先行研究で述べられる徒手

固定可能な筋力値を大きく下回っていた．これらの

ことは，被検者の筋力水準や検者の固定力とは別の

要素によって測定結果が影響を受けた可能性を示唆

している． では，被検者の発揮する筋力

につり合う力で検者が固定を行わなければならず，

力の程度とタイミングをあわせることが困難なこと

が少なくない．この原因については，今回の結果か
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図 大腿遠位部での測定

図 下腿遠位部での測定



らは明らかにできないが，対象となる筋力水準が高

い場合のみならず，徒手固定が可能と考えられてい

る筋力水準においても，固定用ベルトを使用するこ

とにより，より良好な検者間再現性が得られるもの

と推察された．

以上のことから，股外転筋力を検者間で比較する

場合には，固定用ベルトを併用することが有用なも

のと考えられた．ただし，同一の検者が同一の被検

者を対象として経過を追っていく場合や多くの運動

を測定する場合には，徒手的に を用いた方が

所要時間を短縮する上で有利であり，これらの特性

を踏まえて使い分けをするのが実際的であると考え

られる．筋力測定は，科学的根拠に基づく医療

（ ）が求められてい

る現在，理学療法にとって重要な測定項目であると

思われる． だけに依存するのではなく，時代

背景や機器の発達に即した測定方法が臨床に利用さ

れることが望まれる．
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